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旋毛虫感染に対するチャイニーズハムスタ

の自然抵抗性

１．２系統宿主における感染性と血液学的観察
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人工消化法（lOOmlに１万倍ペプシン０．５９と塩酸0.7

ｍｌを加えた人工胃液にて37°Ｃ，２時間攪伴振とう）に

よって回収した成熟Ｌ，幼虫（以下幼虫と略）を用い

た．

供試動物：２系統のＣＨのうち，ひとつは北海道大学

理学部染色体研究施設から弘前大学理学部生物学教室を

経由して同医学部寄生虫学教室に分与されたもので，同

教室で交雑維持していたものを本学に移して繁殖させた

個体群を仮に交雑系としてHirosaki系ＣＨ(以下ＣＨＨ

と略）と呼んだ．実験には８～10週令の雄，体重20.0～

32.5（平均26.1）ｇのものを用いた．他のひとつは，

やはり染色体研究施設由来であるが旭川医科大学生物学

教室で選抜により生殖能力や体格の増大などの改良が加

えられ（MikamoandKamiguchi，１９８３；稲岡ら，

1983)，近交系維持によって遺伝的均一性が確立してい

るChinesehamsterAsahikawacolony（以下ＣＨＡ

と略）である．実験にはこの雄の分与を受け，８～10週

令，体重31.0～44.0（平均36.8）ｇとして用いた．国内

における系統の混乱を防ぐために，この系の繁殖は本学

では行っていない．その他，必要に応じて８週令雄ｄｄＹ

マウス（SPFクローズドコロニー）を対照として用い

た．これらの動物は，動物実験施設(室温18～25°Ｃ)内で

１～２頭ずつプラスチックケージにて固型飼料（日本ク

レア）と滅菌水道水を与えて飼育した．

観察手順：消化法で得た幼虫を滅菌生理食塩水で洗

い，ＣＨの体重１９当たり２０個体を胃ゾンデにて投与

した．各群５頭として，ＣＨＨは個体数が不足したので

感染後３，５日目ならびに１，２，３，４，５週目まで，

緒言

旋毛虫は，その株もしくは種によって差異はあるもの

の，ほとんどの哺乳類に感染可能で汎宿主性寄生虫の典

型とされている．ところが，実験用小哺乳類のうちチャ

イニーズハムスターＣ７ｉｃｅｍＪ"ｓｇ７ｉＳｅ"sMilne-Edwards

(Chinesehamster,ＣＨと略）は他の寄生虫とくに多包

虫にとっては好適宿主になり得るという報告（稲岡ら，

1983）がある反面，旋毛虫の感染に対しては強い自然抵

抗`性を示すことがRitterson（1957,1959）によって見

出されている．この事実は最近，著者らの協同研究者で

あった黄ら（1983）も確認している．そこで著者らは，

この自然抵抗性を宿主特異性の負のモデルと考えて，

Rittersonによる初期の観察をさらに補充するものとし

て血液学的ならびに細胞病理学的側面についての検討を

加味しつつ観察を重ね，宿主・寄生虫相互関係解明のた

めのひとつの資料とすることを計画した．

今回は，２系統のＣＨに日本系旋毛虫を感染させて

Stageごとに感染性の程度を調べ，末梢血液像や血清抗

体価の変動をみた結果をまとめて報告する．

材料と方法

旋毛虫：用いた株は，青森県岩崎村産ツキノワグマ由

来のものを日本系「岩崎株」として弘前大学医学部寄生

学教室にてマウスにより継代されている（山口ら,1975）

ものから分与を受けた．感染には，マウスの骨格筋から

福井医科大学’)免疫・寄生虫学教室２)病理学教室
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感作吸着させて乳剤を作製（栄研化学株式会社研究所の

坪田宣之博士の好意による)，これを用いてマイクロタ

イター法により血清抗体価を２倍階段希釈で表わした．

ＣＥは，Fujimakietα/、（1982）に準じて行い，沈降帯

の程度は，痕跡的で弱いもの（±)，明らかなもの（＋）

および強く太いもの（＋＋）の３段階で表現した．

またＣＨＡは１，２，３，５日目ならびに１，２，３，

４，５，７，９週目のそれぞれ午前中に体重測定，採血

した上で剖検，小腸や横紋筋をはじめ，脾臓，腸間膜リ

ンパ節，胸腺などの臓器の病変を観察し，２週目までの

剖検群はRittersonandMauer（1957）に準じて副腎

を凍結切片としてズダンＢやオイルレッドＯ染色により

Lipidの検出を試みた．さらに，ＣＨＨの１群（９頭）

は血清生化学の経時的観察に当てた．対照としては

ＣＨＨＣＨＡともに非感染群５頭を設定した．

成虫の回収：それぞれの剖検群については前日から絶

食させた上で開腹し，小腸の全長を計測してから胃幽門

部より５～７ｃｍの部分を切り取り細胞病理学的検索に

回した後，残りの全長をハサミで縦切しTyrode液に

て37°Ｃ，約６時間インキュベートした．そして遊離した

全成虫を実体顕微鏡下で雌雄を区別しながら算定し，こ

のうち，感染後１週以内の群については１０％ホルマリン

固定後の虫体を描画装置でトレースして体長を測定し

た．

幼虫の回収：感染１週以降の剖検群については，人工

消化法(未熟幼虫の保持のため処理時間は１時間半以内）

によってＣＨの全横紋筋から幼虫を回収して算定した．

筋組織内における幼虫の寄生状況は，人工消化の前に咬

筋や横隔膜の一部につき圧平法（高田ら，1978）あるい

は別に行った細胞病理学的検索のためのＧｉｅｍｓａやＨＥ

染色によって観察した．

血液検査：末梢血液はそれぞれ剖検直前に眼窩静脈よ

りヘパリン処理へマトクリット管の１本分を採取,ＣＨＨ

およびＣＨＡともに薄層塗抹標本をMay-Giemsa染色

して白血球百分率を算出した．ＣＨＡではさらに１本採

取し自動血球計算器（エルモ光学ＡＣＭ503）により総

白血球数，赤血球数および血色素量を測定した．また，

ＣＨＨの１群は同一個体の眼窩静脈から経時的に１，２

および４週目に無処理へマトクリット管２～３本分を採

血，この血清をＰＢＳにて10倍希釈後ただちに福井市医

師会検査センターによる総Bilirubin，ＳＧＯＴ，ＣＰＫお

よびGlucoseの自動分析を依頼した．

抗体の測定：眼窩からの採血後，エーテル深麻酔して

心臓全採血により血清を分離してカウンター免疫電気泳

動法（以下ＣＥと略）およびラテックス凝集反応（以下

ＬＡと略）で抗体の検出を試みた．両法で使用した抗

原蛋白は，著者らがマウスから回収した岩崎株旋毛虫幼

虫を超音波破砕し，ｏ､1％食塩水にて抽出し凍結乾燥し

た（辻，1974）もので，ＬＡ法では坪田・小沢（1977）

および近藤ら（1980）に従ってラテックス粒子に抗原を

成績

胃ゾンデの使用や採血などの実験手技に対してＣＩＩ

はストレスが大きく，時に仮死状態となったり，小型の

ＣＨＨでは即死することもあるなど，結局，全供試個体

中で実験未了のまま死亡したものは事故も含めてＣＨＨ

で１２/4１（29％)，ＣＨＡで１４/5５（25％）にものぼっ

た．体重は感染後しばらく減少傾向もみられたが，測定

誤差もあり対照と比べてみるべき変化はなかった．

１．成虫の寄生状況

小腸から回収された平均成虫数（雌雄合計）は，感染

後３～５日ではＣＨＨで200余，ＣＨＡで100内外とマ

ウスなどに比べて少なく，個体によるバラツキも大きか

った．ＣＨＨでは４週後までに，ＣＨＡでは３週後まで

に事実上ほとんど排虫された．成虫の性比はＣＨＨ，

ＣＨＡともに雄に対して雌が２～３倍を示した（Table

l)．感染後１週以内の成虫の発育度を比較するため雌雄

成虫の体長を計測したが（Table２)，雌虫の体長を回収

率や性比と対比させ，ｄｄＹマウス５頭における結果とも

比較したのがＦｉｇ．１である．性比は大差ないが，回収

率はＣＨＡ，ＣＨＨ，マウスの順に高まり，それぞれ逆比

例して虫の体長の短かくなることが示された．なお，雌

虫が子宮内に未熟Ｌ，幼虫（以下仔虫と略）を包蔵す

る状態は両系ＣＨで感染３日以降認められたが，その

程度を客観的に表現する方法は見出せなかった.さらに，

ＣＨの小腸は短くてマウスの半分程度（23.7ｃｍ）で，

感染後の計測ではＣＨＨで20.1cｍ（３日間)，23.3ｃｍ

(５週目)，ＣＨＡで21.2cｍ（３日目)，23.7cｍ（５週目）

平均であり，とくに３日目は炎症に伴う撃縮がみられ

た．大まかな観察によれば成虫の大半は小腸の前半部に

集中して寄生していた．

２．幼虫の寄生状況

筋肉内幼虫は，感染５～７日目の幼若な移行型が病理

組織標本によって確認でき，筋線維中を移動した縦横の

痕跡なども観察できた．３～５週の間では虫体やその崩

壊産物を囲む種々の細胞からなる浸潤巣が比較的多くみ

られたが，７～９週では残存虫体はきわめて少なく浸潤

巣もほとんど梢槌していた．これらのうち２週以降の群
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ＴａｂｌｅｌＮｕｍｂｅｒｓａｎｄｓｅｘｒａｔｉｏｓｏｆａｄｕltwormsandnumbersofmusclelarvaｅ

ｒｅｃｏｖｅｒｅｄｆｒｏｍＣＨＨａｎｄＣＨＡｄｕｒｉｎｇｔhecourseofinfection

Ｄａｙ ＷｅｅｋDurationafter

infection＊
1２３５ＩⅡ、ⅣＶⅦⅨ

(Ｎｏ．CHHexamined） (3)（２）（４）（３）（３）（４）（３）

Ｍｅａｎｎｏ・of

adultsT（ＳＥ.）

Recovery％

Ratiosof旱／Ｓ

ＭｅａｎｎＱｏｆ

ｌａｒｖａｅｔ（ＳＥ）

２１１

（６８）

3５．２

３．１

２１４

(111）

3５．７

２．８

１２４

(110）

2０．７

１．８

８６

（８４）

1４．３

２．６

１０

（８）

１．７

１．７

２

(0.7）

０

０．５

０
０

０２

（1.4）
１８

(14）
８７

(86）
９７

(47）

(Ｎｏ．CHAexamined）（３）（３）（４）（４）（５）（５）（５）（３）（３）（３）（３）

MeannQof

adults↑（ＳＥ）

Recovery％

Ratiosof旱／Ｓ

Ｍｅａｎｎｑｏｆ

ｌａｒｖａｅｒ（ＳＥ.）

１

３
０
２

７
５
・
２

く
１

１８５

（６７）

3０．８

２．５

８０

（４９）

1３．３

２．２

１２０

（４８）

2０．０

２．９

７５

（５２）

1２．５

２．４

２８

（２１）

４．７

１．８

０．４

(0.4）

０

ＯＯＯＯ

ＯＯＯＯ

００．６

（0.6）
0.2

(0.2）
００４．３

（3.6）

０

＊ＥａｃｈＣＨｗａｓｉｎｆｅｃｔｅｄｗｉｔｈ２０１ｗａｓａｋｉstrainlarvae／ｇｏｆｂｏｄｙｗｅｉｇｈＬ

ＴＴｈｅａｄｕｌｔｗｏｒｍｓｗｅrerecoveredbyvisualinspection・

tThelarvaewererecoveredbypepticdigestionmethod．

Ｔａｂｌｅ２ＢｏｄｙｌｅｎｇｔｈｓｏｆａｄｕｌｔｗｏｒｍｓｒecoveredfromCHH，ＣＨＡａｎｄ
ｄｄＹｍｉｃｅｗｉｔｈｉｎｏｎｅｗｅｅｋａｆｔｅrinfection

Daysafterinfection＊ ２ ３ ５ ７

(ＣＨＨ）Ｆｅｍａｌｅ（n＝40-60）
Ｍａｌｅ（n＝20-30）

1.96(0.24)Ｔ

1.25(0.08）

2.50(0.24）

1.51(0.11）

2.28(0.33）

1.28(0.09）

Ｄ
Ｄ

Ｎ
Ｎ

(ＣＨＡ）Ｆｅｍａｌｅ（n＝20-30）
Ｍａｌｅ（n＝10-15）

1.76(0.22）

1.33(0.10）

1.70(0.14）

1.08(0.17）

2.58(0.18）

1.36(0.88）

2.70(0.22）

1.56(0.10）

(Ｍice）Ｆｅｍａｌｅ（n＝40）
Ｍａｌｅ（n＝20）

1.66(0.14）

1.17(0.09）

1.80(0.18）

1.13(0.07）

2.09(0.30）

1.21(0.11）

1.80(0.19）

1.11(0.10）

＊Eachanimalwasinfectedwith201arvae/gofbodyweight､Wormspecimensweresampled

atrandomfrom2-3hostsandfixedwithl０％formalin，ＴＭｅａｎｏｆｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈｉｎｍｍ

（standarddeviation.）

については人工消化によって幼虫の回収を試みたが

(Tableｌ），ＣＨＨからは最高で１頭平均97個体が回収

されたものの，ＣＨＡでは腸管内成虫数においてみられ

たＣＨＨとの較差をさらに越えて，平均Ｏ～4.3個体と

むしろ皆無に近かった．

３．末梢血液像の変化

感染後の白血球百分率をみた場合（Fig.２－Ａ，Ｂ)，

好酸球は成虫寄生による小腸の炎症に一致して３日目前

後にやや減少するが，１週目から増加し始め，ＣＨＨで

３週目に，ＣＨＡでは２週目にそれぞれピークがみら

れ，さらにＣＨＡでは５週目にも２次的なピークを確

認できた．好中球の増加（相対的なリンパ球の減少）は

ＣＨＨで３～４週後までつづくが，ＣＨＡでは小腸の炎

症が梢槌する２週以降は正常に復した．その他，好塩基

球や単球は少数でとくに変動は認められなかった．さら

に，ＣＨＡでの総白血球は1週目まではわずかに減少，

２週以降はしばらく増加傾向を示し，赤血球数と血色素

員はともに１週目に落ち込むが，３週目までにほぼ正常

(29）
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ａｆｔｅrinfection・ ＣＨＨ（●－)，ＣＨＡ（○一)，ｄｄＹｍｉｃｅ（｡…）

に復した（Ｆｉｇ２－Ｃ)．

４．血清生化学値の変化

感染ＣＨＨ９頭中の７頭および対照５頭について血

清生化学４項目を経時的に観察したが，ＣＰＫ（Creatine

phosphokinase）は１週目に一過性のピークを示し，仔

虫の移行による筋炎を暗示した（Fig.３)．その他，

SＧＯＴ，GlucoseおよびBilirubin値はいずれも対照

の正常範囲を上下し，みるべき変動はなかった．

５．血清抗体価の消長

ＣＨＡの感染実験群の全個体について血清抗体の消長

をみたところ，１週目はすべて陰性，２週目では５頭中

で成虫寄生数の最も多かった１頭に検出され，３週目以

降は事実上すべての個体でＣＥ，ＬＡともに陽性であ

った．ＬＡ抗体価は経時的に上昇の傾向（最高２８）が
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Fig2Fluctuationsofhematologicalvaluesinperi‐

pheralbloodthroughorbitalveinsｏｆＣＨＨａｎｄＣＨＡ
ａｆｔｅｒｉｎｆｅｃｔｉｏｎ・DiHerentialcountsofwhitebloodceｌｌｓ
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Table3DetectionofserumantibodyinCHA
afterinfectionbyserologictests

ＣＨＡＮｏ． １２３４５

(1Ｗ）Ａｄｕｌｔ

ＣＥ

ＬＡ

００１６６０２１１

(2Ｗ）Ａｄｕｌｔ

Ｌａｒｖａ

ＣＥ

ＬＡ

１

ヨ
ヘ
ニ
旨

０
０

０
０

０
０

4８

３

１
０
士
４

９

JＯＣ

①
ン
①
｛
ヱ
ユ
ロ

(3Ｗ）Ａｄｕｌｔ

Ｌａｒｖａ

ＣＥ

ＬＡ

０
０

０
１
＋
４

０
０
什
４

２
０
＋
４

０
０
＋
５

ｊＵ

(4Ｗ）Ｌａｒｖａ

ＣＥ

ＬＡ

０
＋
５

０
士
４

０
士
４

j８

(5Ｗ）Ｌａｒｖａ

ＣＥ

ＬＡ

０
＋
６

０
什
５

０
升
６Ｆｉｇ．３ＦluctuationsofCPKlevelsinperipheral

bloodthroughorbitalveinsofCHH・Infected

groupwith7animals（●－）andcontrolgroup

with5animals（○…)．

Bloodspecimensweredrawnatintervalsduring

thecoursesafterinfection，andchemistrytests

werecarriedoutbyautoanaliser、

みられたものの，ＣＥの反応の強弱とは必ずしも並行し

なかった．また，感染度との関連は不明であるが，成虫

や幼虫を通常の回収法で証明できなかった個体でも抗体

は検出されており，これは筋組織の病理標本によれば崩

壊した虫体または浸潤巣の形として幼虫移行の事実を確

認できたことで裏づけられる（Table３)．なお，ＣＨＨ

の一部でも調べたところ，２通目で４頭中１頭が陽転

し，ＣＨＨ，ＣＨＡともに対照の５頭は陰性，別に行っ

たマウス10頭では３週目から陽転した．

６．臓器組織の変化

臓器の観察は今回副次的に終った中で，ＣＨＡの脾重

量だけはすべて測定できた．非感染群の重さ80～110ｍｇ

に対して，感染１週～５週目の問に生鮮重量の１～２割

増加がみられ，組織学的にも白皮髄の拡大，軽度のうっ

血など脾腫の状態が認められた．腸間膜リンパ節や胸腺

も２週以降肥大しているものが目についた．副腎の凍結

切片，脂肪染色による観察で，皮質におけるLipidの

消失などの病変は認められなかった．

(7Ｗ）Ｌａｒｖａ

ＣＥ

ＬＡ

０
＋
７

1３０

±ＮＤ

５Ｎ，

(9Ｗ）Ｌａｒｖａ

ＣＥ

ＬＡ

０
＋
７

０
升
８

０
＋
６

AdultandLarva：absolutenumbersofworms

recovereｄｆｒｏｍｅａｃｈＣＨＡ・

ＣＥ：Countercurrentimmunoelectrophoresisre-

presentedwithpositiveintensity(士～+Ｈ・

ＬＡ：Latexagglutinationtestwithmicrotiter

indicatedwithpowernumbersoftwo-foldserial
dilution．

考察

著者らは，本実験とは別に，1982年冬以降改めて

ＣＨＨの兄妹交配による自家生産を進め，混乱を避ける

ためにChinesehamsterFukuicolony（ＣＨＦ）として

近交系維持を目指している．しかし，週令のそろった雌

雄の個体数を準備するのは必ずしも容易でなく，外注も

難しいので，実験の再現または新規の実験計画は早急に

は樹てにくい．とはいえ，わが国でＣＨを寄生虫の実

験動物として用いている研究室は１，２にすぎず，旭川

(３１）
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医大の上口博士（私信）によれば本動物の生理･生化学・

遺伝学的詳細の総合的研究はその緒についたばかりであ

るということからも，本報告は資料としての意義が大き

い．

ＣＨの使用において留意すべきは，種々の実験手技|こ

おいてストレスが大きく，その飼育でも細かな管理が必

要なことである．

ＣＨの小腸は短いうえ，今回は一部を組織標本として

切り取ることから部位別の寄生状況は詳しく観察しなか

ったが，小腸下半部における寄生数は大変少なく，山口

(1983)の報告をみても上部に集中することは疑いない．

また，Ｆｉｇ．１の回収率の比較をみても小腸の長さが本質

的に寄生数を増加させる要因とは思われず，感染度を

左右するのはやはり宿主動物それぞれの感染'性の差に

あるように思われる．その場合，ＣＨＡＣＨＨ，マウ

スの順で回収率が高まるのに逆比例して虫体長が短くな

る事実は，虫体の感染密度に伴う発育抑制，いわゆる

CrowdingeHectによるものと思われた．さらに，マウ

スとＣＨＨで５日目より７日目で虫体長が見かけ上短

くなるのは，発育し切った虫体が排出され大きな虫体の

数が減ったためと考えられ，ＣＨＡで短くならないのは

CrowdingeHectが弱くて大きな虫体が残存するためと

推定できる．この場合の雌の産仔能の差については別に

検討が必要である．いずれにしても，排虫時期は山口

(1983）によるマウスのそれと比べてＣＨＨは約２週，

ＣＨＡでは３～４週早いことは確かで，ＣＨの抵抗性

は成虫の腸管寄生相からすでに発現することが示され

た．Ritterson（1957）のみたＣＨではＣＨＨとほぼ同

様の感染26日目まで成虫を認めている．一方，筋組織内

寄生相において，ＣＨＡでの幼虫回収数が９週目のみな

らず４～５週でもほとんど皆無に近かった事実は，やは

り抵抗性が仔虫の移行期ひいては産仔期からすでに作動

していることを示唆するものである．そして，成虫回収

数の比較でみられたＣＨＡのＣＨＨに対する較差をは

るかに越えてＣＨＡの幼虫数が皆無に近いことは,その

抵抗性が筋肉寄生相で一層強まることを，また同時に

ＣＨＨよりも近交系のＣＨＡにおいてその発現が著し

いことを示している．この点，Ritterson（1959）も筋

肉寄生相で強い抵抗』性を見出していることと合致する

が，その背景には，前述したように腸管寄生相からひき

つぐ細胞性あるいは生化学レベルの様々な防御要因が関

与していると考えるべきであろう．ちなみに，ゴールデ

ンハムスターでは，Ritterson（1959）は自然抵抗`性は認

められないとしたが，黄（1980）によれば，筋肉内被嚢

幼虫は比較的よく形成されるものの経時的に死虫率が高

まり，およそ11週で40％以上，３０週では100％という，マ

ウスなどでは考えられない事実も知られているので，こ

の場合はＣＨと比べて緩徐な抵抗`性が発現するものと

考えられる．その他，ＣＨの抵抗性における雌雄差，

週令差，感染量の差あるいは旋毛虫の株のちがいなども

問題となろう．

これまで，ＣＨの実験的旋毛虫症における血液学的報

告は見当らないが，Bernard（1961）はゴールデンハム

スターにおいて感染16～19日目に好酸球のピークと．２

～５週にわたってLymphocytopeniaを認めており，

稲葉・山下（1979）は岩崎株をマウスに感染させた場

合，３週目にピークをもつ好酸球増加をみている．今回

の成績で，好酸球％の上昇がＣＨＨよりＣＨＡにおい

て速やかでピークも大きいことは，あたかもＣＨＡの

抵抗`性の強さに連関するようで興味深い．しかし，ＣＨ

の個体ごとの感染度と好酸球増加の程度は必ずしも一致

しなかった．さらに，ＣＨＡで感染５日目までは著しい

総白血球数の変化はないので，リンパ球％の低下（Ly‐

mphocytopenia）はそのままNeutrophiliaを示し，

ＣＨＡよりＣＨＨでNeutrophiliaが長くつづくこ

とはＣＨＨの方で小腸のカタル性炎や筋炎が強いこと

を裏づけている．

ＣＨＨで試みた血清生化学検査のうち，ＣＰＫの値は，

移行幼虫の少ないことから筋炎が一過性にとどまること

を示した．これに対して，移行幼虫の多いマウスでは，

１～４週までもＣＰＫ高値がつづいてＳＧＯＴやGL

ucose値の変動も大きいことが知られている（Stewart

etaZ.，1978)．ただし，今回の試みにおいて，小動物の

同一個体から経時的に採血する場合の貧血などの影響に

ついては別に検討が必要かも知れない．

血清抗体については，感染・発育期を通じて成虫，仔

虫および筋肉内幼虫のSurfaceあるいはE-Santigen

が共通部分のほか異なった組成も有して複雑であること

(WakelinandDenham，1983）からStagespecific

な抗体検出はむずかしいし，感染量や宿主の個体差によ

っても左右されると`思われる．今回は同株の幼虫から抽

出した粗抗原を用いてのＣＥおよびＬＡ反応にとど

まったが，生虫体を回収できなかった個体でも充分な抗

体価が検出されたことから，ＣＨではシストを形成でき

ずに早い時期から死滅してしまった幼虫の崩壊産物に対

して速やかに抗体が産生されるものと思われた．なお，

ＣＥおよびＬＡの特異性については山口（1983）やFuji

makietaZ．（1982）も診断的価値ありとしている．

(３２）
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感染後のＣＨの臓器における組織病理学的所見のう

ち，とくに脾臓は小誓歯類において造血および免疫能の

面で重要な働きをもつことが知られるので，その病変は

興味深い．Ritterson（1957）による初期の報告では感

染後２～４週ころまでに脾重量の増加がみられており，

今回の結果もほぼ一致する．さらに，Rittersonand

Mauer（1957）は，感染５日前後のＣＨで見られるスト

レス状態の指標として副腎皮質におけるLipidの消失

をあげているが，今回の追試ではそのような所見は得ら

れなかった．なお，胸腺や腸間膜リンパ節も肥大するこ

とがみられたが，細胞』性防御機構の中心となる臓器だけ

に今回充分調べられなかった点は今後別の実験計画によ

って追求すべきであろう．

稿を終えるにあたり，チャイニーズハムスター旭川コ

ロニーを多数恵与いただいた旭川医科大学生物学教室の

美甘和哉教授および上口勇次郎助教授，ならびに在来系

のチャイニーズハムスターを分与いただいた弘前大学理

学部生物学教室の小原良孝助教授に深甚の謝意を表す

る．また，本研究の継続を支持いただいた弘前大学寄生

虫学教室の山口富雄教授および横江文雄(旧姓黄)博士，

ならびにラテックス乳剤の調製に御協力いただいた栄研

化学研究所の坪田宣之博士に厚く御礼申し上げる．

なお，本論文の要旨は第53回日本寄生虫学会大会（米

子市）において発表した．
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EVALUATION ON NATURAL RESISTANCE OF CHINESE

HAMSTER AGAINST TRICHINA INFECTION

I. INFECTIVITIES AND HEMATOLOGICAL

EXAMINATIONS IN TWO HOST STRAINS

Nobuhiro TAKADA", Noriko TATEFUJI", Takashi HOSHINO15,

Kazuya NAKAKUKI" and Hidenobu ITOH2>

(vDepartment of Immunology and Parasitology ; ^Department

of Pathology, Fukui Medical School, Mastuoka,

Fukui 910-11, Japan)

The low susceptibilities of the crossbred colony (CHH) and the inbred Asahikawa colony

(CHA) Chinese hamsters against trichina infection with Iwasaki strain larvae 20 per gram of body

weight were observed. The results are as follows.

1. Adult worms recovered from CHH and CHA were rather poor in number, and almost

all of the worms were expelled by 4 weeks in CHH and 3 weeks in CHA after infection, res

pectively. The average body length of adult was inversely proportional to population density.

The number of larvae recovered from muscle per head was small (less than 100) in CHH, and

was extremely few (0-4.3) in CHA after 2nd week.

2. The peripheral blood pictures varied in accordance with the inflammatory course of

the small intestine. Mild increase in percentages of eosinophils occurred at the 1st week, peaking

at 3rd week in CHH and 2nd week in CHA.

3. A temporary peak of CPK level (about 1,300 IU) was observed at the 1st week, when

the new-born larvae predominantly invaded into muscles.

4. Serum antibodies were partially detected from 2nd week post infection by countercurrent

immunoelectrophoresis and latex agglutination test, and became positive in all the animals from

which larvae were hardly recovered after 3rd week.

5. Mild splenomegaly was observed from the 1st to 5th week. Enlargements of mesenteric

lymphnodes and thymi were also noticed.

6. It is suggested that natural resistance to trichina infection is more marked in CHA than

in CHH from the earlier stage.
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